
その他の卸売業における激突され災害の死傷災害発生事例（2017年）

2017

年

発生

月

時間 死傷災害発生事例
年

齢

労働

者規

模

1 7～8

会社の駐車場に於いて、社有車の軽四ワゴンを動かそうと始動スイッチを入れた

ところ、ギアが入った状態であったため急発進し前方にいた従業員に衝突して本

人が右足を骨折した。 なお、運転者は同僚だった。

52
10～

29

2 10~11
作業所内を移動していたところ、作業所内でバック走行していたフォークリフト

に接触したため、転倒し負傷した。
30

50～

99

2 10~11
協力会社の倉庫内にてカゴ台車移動時に別の列のカゴ台車が転倒し避けきれずに

足首が下敷きとなり骨折する。
23 ―

3 16~17
破砕機の清掃作業中機械を止めずに清掃をしていて破砕機の歯車にシャツが巻き

込まれ、右腕の肘から手首の間を裂傷し右目下部の顔も負傷した。
53 1～9

3 7~8

荷受場でトラックからプラットホームに荷卸し作業をしているときに、トラック

荷台とプラットホームに段差があるためスロープを使ってカゴ車を降す作業をし

ていたところ、カゴ車が倒れ作業者の顔に当たり、鼻骨を骨折した。

40
10～

29

5
12～

13

麺コーナーで店長が冷蔵庫内の食材を取り出そうと扉を開けた時に、扉の反対で

後向きで立っていた被災者の右脛に接触し、転倒した際に右脛、右膝に打撲、擦

り傷を負った。

45 1～9

5
20～

21

店内エアコンコーナーにて、お客様にエアコンを説明中に、突然、空気清浄器案

内ディスプレイモニター什器の側面木枠が弾ける様に外れ、重量約8～10㎏位の

側面木枠が背後より倒れてきた。 倒れてきた木枠が背中に当たり、重みと衝撃で

身体が倒れそうになった。

52

100

～

299

6
11～

12

市場内で三輪バイクで直進していた時、駐車した車の横からターレット（電気自

動車）が右折して来たので、避けようとしたが避けきれずに、接触した。
49 1～9



6
11～

12

リカーコーナーにて冷蔵ケースに商品補充をしていたところ、買い物カートを

持って走り回っていた子供が背後からぶつかってきて、買い物カートと冷蔵ケー

スに挟まれて右足をぶつけた。

37

300

～

499

6 5～6

卸売市場内1階果実低温売場内において、当社従業員がハンドリフトを後方へ引

き出している際、従業員のバック運転中のフォークリフト左後方部分と出合頭に

衝突し、被災者は右足の腓骨骨折等を負った。

61
50～

99

6
14～

15

パレットの上で返品作業中、後方を確認せずそのままパレットから降りた際、後

方から来たリフトと接触し、足の小指を痛めてしまった。
62

10～

29

7 9~10
商品をしゃがんでピッキングしているところ、カートが接触し転倒したため、右

臀部を打撲した。
49

500

～

999

7 16~17

作業者は、当日朝より、倉庫前のプラットホームにパレットで積載されていた、

入荷商品をリフト（リーチフォーク）で片付けていた。 被災者は朝礼後別棟の事

務所へ移動、その際、作業者が操縦するリフトの左脇を横切った。 同刻作業者

は、二段に積上っていた商品をラップで固定するため、荷降ろしと共に、リフト

を後進させた。 その際路面の歪みにより、車体のバランスを崩し、荷崩れを起こ

した時、移動中の被災者の右後方より、商品が右肩に接触した。

32
30～

49

7 13~14

自動車の解体作業中、エアバッグの展開を実施したが作動しなかった。 そのた

め、正規の手順に沿って未展開のエアバッグと装置を取りはずそうとしたところ

突然エアバッグが展開し、そのまま後方へ弾き飛ばされた。 その際、エアバッグ

で顔面を強打し、顔面、目、歯を損傷した。

54
10～

29

7 13~14

当社事務所にて所内の改装作業中に、ガラス付パーティションを組み立てていた

際に、ガラスが倒れてきたのを受けようとして、右腕をガラスで切り負傷したも

のである。 その時割れたガラスが顔にも当たり流血した。

39
10～

29

7 15~16
石垣の横で石垣の前の片付けをしている時、石垣の上の石が落ちてきて、片付け

中の石と上から落ちてきた石に挟まれた。
54

1000

～

9999



7 17~18

作業場内において清掃作業中、立てていた空の状態のラック（洗浄前の卵が入っ

た容器を重ねて載せる鉄製の台車で、約90kgある。）が転倒。 左足のふくらは

ぎに直撃し負傷した。 転倒したラックは、老朽化のため、不安定な状態で立って

いたものと考えられる。

65
50～

99

7 13~14

店舗納品口にて商品搬入を行っており荷物満載のカート台車をドライバーが押し

ていたが、荷物が、死角になり前方が見えなかったため、納品口前に居た被災者

の右足にカート台車の車輪が乗りかかってしまった。 病院での診察後、右足部圧

挫傷と診断。約1週間の安静加療休業が必要。

26
50～

99

7 14~15

営業車での移動中、坂道を降りるためにT字路を左折しようとした際、少し勾配

のある道で右前輪が宙に浮いた状態になった。 そのため、降車し営業車の前面か

ら押し戻そうとしたが、戻りきらず、その反動で営業車が前進。 止めきれず、塀

と営業車の間に挟まってしまった。

30 1～9

7 17~18
広場にて、ラグビーの練習中、相手と接触した際相手の膝が股間に当たり睾丸を

負傷した。
26

50～

99

7 4～5

中央卸売市場本場内、活物売場の北側通路において、南から台車を引いて北へ向

かい歩行していたとき、西から東へ向かい後進して来たフォークリフトと接触し

てしまい、右足を負傷した。

64 1～9

7
14～

15

移動中に所用のためスーパーへ寄った後、駐車場から一般道へ出庫する際、場内

の交通量が多く渋滞しており、前の車と共に停車した。 その際に店舗前の別の駐

車場から出庫しようとしていた別の車が、後方確認せずに後進し、当方の車に衝

突した。

73
50～

99

7
17～

18

事業所敷地内の充填室前で、ハロン化物消化設備放出試験用テストボンベの排圧

作業を行っているときに、ボンベの上部と下部を職員2人で支えながら、手動起

動装置で操作していたところ、排圧の圧力で支えきれなくなったボンベが倒れ

て、下部で支えていた職員の頭部をかすめるように接触して負傷した。

24
10～

29

9
13～

14

職場構内にて、本人は昼休み時間になったので休憩場所へ向かう途中、運搬中の

フォークリフトパレット先に接触、ふくらはぎ下部をぶつけてしまった。
59

100

～

299



9
13～

14

食事脇のプラットホームで、商品の格納作業のため歩行中、積み込み作業のため

バックドアを開放したまま停車していた車両のバックドアに気付かず、眉間部分

を接触し裂傷を負った。

52
10～

29

9
14～

15

会社内で天井クレーンでアリゲーター（縦1m横50cm高さ1m重さ約500kg）を移

動させていたところ、おろす所に電線があったので右足でよけようとした時、お

いてしまい右足甲部にアリゲーターの角が当たり負傷した。

75
10～

29

10
10～

11

当社営業所の敷地内にて鋼材の出荷作業中に（鋼材：長さ6m、厚さ6㎜、幅10

㎝、重さ28㎏）9枚の鋼材出荷用機械であるグレーンで持ち上げて移動させてた

際に、グレーンのリモコンボタンを操作している本人が、鋼材を見ておらず、他

の鋼材にひっかかっているのに気がつかなかった。 反動でワイヤーから片方はず

れてしまい、鋼材のすぐそばで作業をしていて、よそ見をしていたため、鋼材の

1枚が本人に当たり怪我をした。

61 1～9

10
14～

15

会社構内で従業員が運転する20トントラックが、前方から別の大型トラックが来

たため、避けるために後退しているとき、後方にいた被災者に気付かず、被災者

にトラック後部の左側が衝突し、被災者はトラックにひかれた。

68
10～

29

10
15～

16

当社事業所にて倉庫作業中に負傷する。 同僚従業員がパレット（縦1m×横1m×

高さ30cm）1枚をハンドプラッターで移動していたところ、不意にパレットが被

災従業員の足にかかり転んだ。 その際、右手を地面につき手首を負傷したもの。

58
30～

49

11 8～9

選別作業場に移動していたところ、鉄箱を積み運転するフォークリフトが視界が

悪い状態のまま運転し、前進してしまったため、移動中の作業員に気付かず接触

した。 運んでいた鉄箱と地面の間に足を挟み負傷した。

38

100

～

299

11 5～6
置場にて歩行中、後退して来たフォークリフト（当社社員運転）右側後部車輪が

左足に接触した。
44

500

～

999

11
22～

23

夜間商品仕分け作業でカゴ車搬送中、専用カゴ車を縦向きに引っ張っていた状況

から、横向きに引っ張った為、バランスが崩れ転倒したカゴ車が当たり打撲し

た。

47
10～

29



12 20~21

東側スロープに自家用車を駐車し、青果棟内へ入るため徒歩にて移動中、青果棟

入口付近で、バックしてきたフォークリフトに背後から当てられ、そのまま前向

きに転倒した。 その上をフォークリフトが移動したため、左足を轢かれ骨折し

た。

58

100

～

299

12 4~5

弊社営業社員である被災者は、青果物商品の荷捌きのため、ハンドリフト（手動

人力）により商品を後退しながら移動させていた際、別の弊社社員が別商品を移

動するために運転するフォークリフトの右側後輪と、被災者の左足首（かかと）

が接触して受傷した。

30
10～

29

出典：https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx(職場のあんぜんサイト)

Return to : https://www.jisha.or.jp/international/topics/202206_09.html

https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx
https://www.jisha.or.jp/international/topics/202206_09.html
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